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A-9) 東部外傷後をこ皮質 下 出 血 を反復多発した
脳ア ミ田イ ドア ンギオパ テ-齢 l例

黒木 亮 ･板恒 膏 一
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脳挫傷後約 1年の間に, 3ガ所4回の皮質下出血を繰

り返 した脳アミロイ ドアンギオパチ- (CA鋸 の剖検

例を報告した.症例は81才の男性で,高血圧巧,脳卒中の

既往はない.交通事故で頭部外傷を受け,CT 土脳挫傷

の所見があり左頭頂後頭部皮質下に小出血を認めた. 2

九月後と9カ月後,左頭頂後頭部に皮質下出血を呈した.

同部位に出血を繰 り返 Lたため脳血管撮影を施行 Lたが

動脈癖や血管奇形などの異常は認められなか-〉た.更に

2カ月後,左前頭部と右頭頂部皮質Tに出徹が出現一

CAA を疑い,手術で右頭頂皮質を生検 Lたが,アミロ

イ ド､物質は証明されず.患者は Baiimt症状などを呈 し

次第に全身状態が悪化 し,肺衆を併発 して死亡 した.剖

検では,アミロイド物質の沈着が大脳皮質動脈壁に認め

に)れたが,脳以外の諸臓器には証明されず,CAA と診

断 した.病理及び剖検所見の報告と共に,CAA と脳出

血,および外傷との関連について若干の考察を加えた.

A110) ヒマラヤでみられた高所網膜 出血に-凡 ､て

鈴木 尚 欄 家 嘘 離 精 読'?I:)

対象および方法 :三国友交登山隊に参加 した[∃本隊員

24名車22名を対象に 5350m の BaseCampで直像鏡

を履いて眼底検査を施行,所見の見られた例については

眼底カメラで撮影 Lた.結果 :22名車5名8眼に網膜出

血が認められゥ食倒視神経乳頭を中心とした火焔状出血

であった.黄斑部に出血はなく乳頭にも著変は認められ

ず,視力障害等の自覚症状も望きなかった.考察 :高所

網膜出血は hypoxiaに起因するが Valsalvamaneuvre

等U)因子も関与する事が知 られている.今回経験 した網

膜と凍楓 は神経線維層の表在性小出血であった.この部-

は hypoxiaに対 し自己調節槻能を有する網膜 毛細血管

が酸素を供給 しているため反応性に拡張する.これに激

しい登山活動により一過性の血圧上昇が加わり,また血

液粘調度の克進等もみられ,これらが相互に作用 しあっ

て出血を来したものと考えられた.結語 :高所でみられ

た網膜出血例について報告 した,
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今回我 々は MtくJ∴て siLTlnOirlsiTlLIS lhr川11llOSiト

と診断した2症例を経験 したので,主をこsinus血 ombosis

の経略的 MR王所見と MRI診断の有用性について文

献的考察を加え報告する.

症例 1:74歳身性.頭痛,吐気,回転性めまい,全身

性倦怠感にて発症,第3病E3の MR王にて si野nOids呈nus

に一致 して T l 強調画像 (SE:500/40)で等倍卑賎亨

T2強調画像 鰻E:2000/80)で高信号域を認めた.脳

血管造影及び左内頭静脈造影にて左S状静脈洞閉塞が確

認された.

症例 2:60歳男性,饗然のふらつき感にて発症申CT

にて右小脳出血を認めた.第4病日の MRlにて sigmo主d

高信号域,T2 強調画像 (SE:2000;/80)で等倍登城を

認めた.脳血管造影では右S状静脈洞は造影さわなかつ

上 .

A12) 妊娠初期における静脈洞血栓症の 1治

験例
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妊娠初期に発症 した静脈洞血栓症は文献上10傍匿 すぎ

ない,最近,妊娠漫0週で発症 した上矢洞血栓症の 1治験

例を経験 したので報告する.症例は39歳の主婦で頭鳳

覇気を訴え来院 した.CT で右シルビウス裂の狭小化と

皮質増強効果がみられ 両側頚動脈撮影で上矢状洞が造

影されず,右前頭 ･側頭 ･頭頂部の皮質静脈が螺旋状に

蛇行 し さらに右親側頚静脈が著 しく拡張 していた.脳

血管撮影直後にけいれん霧績状態を楽 し抗けいれん剤で

Itントr- JLに努軋 更に抗浮腫札 1-;t牛物質上段･果し

た.入院 2日後の CT で右前頭 書側頭 e頭頂部に皮質

内出血の所見がみられ 抗浮腫剤を増量 し経過を観察 し

た.入院8日後には皮質内出血は吸収され,皮質増強効

果も認められなかった.同日の脳血管撮影で土矢状洞は

閉塞 していたが,螺旋状の皮静脈と拡張 した犠側頭静脈

は認められず,右 Lab転 静脈を介して右横静脈洞が造


